
中村町内会総会 議事録 

１．日 時  令和 5 年３月 26 日（日）午後 14 時 00 分～16 時 00 分 

２．場 所  中中村集会所 

３．議 題  令和 4 年度中村町内会総会 

４．参加者 令和 4 年度五役  ※欠席（中中村自治会長）長尾 昭男 

（会長）江口宏次、（副会長）引地秀人、（会計）藤原康弘、（庶務）冨塚健作 

（上中村自治会長）松永勝次 (下中村自治会長) 森田博 

令和 4 年度会計監査役 

山浦義一、鈴木武 

令和 4 年度各委員会 

（祭り実行委員会・組織等検討委員会）宮﨑亘、（祭り実行委員会）佐藤和男 

 (広報委員会)杉山利昌、伊藤健吾、 (防災委員会)小峰健治、安達恒三 

(防犯活動推進委員) 春山正樹 

令和 5 年度五役 

（副会長）森田博、(会計) 渡辺隆祐、(庶務)竹鼻直樹 

（中中村自治会長）大宅健一、（下中村自治会長）臼井精司 

自治会 

（上中村自治会役員選考委員）藤本信之 

子供会 

（会長）美山陽子、（書記）三森美沙 

計 22 名 

 

５．議事次第 

司会より：マスク着用に関して、個人の判断にて着用の案内があったが、参加者全員がマスク着用で

議事が進行した。 

１：会長挨拶  今年度は色々なことがありましたが、雨降って地固まるの通り次年度も引き続き様々な活

動を続けて頂きたい。安全のため参加者を、新旧役員並びに各委員会代表に限定した形で

開催させていただきます。皆さんの忌憚のないご意見を頂き、総会としたいと思います。 

 

2：議事進行  司会（引地副会長）より議長の選出を出席会員に諮ったところ、特段の発案はなく司会よ

り、令和 3 年度町内会長の宮﨑亘を議長に指名した。 

議長宮﨑亘が書記の選出を諮ったところ特段の発案はなく議長より、書記に（庶務）冨塚

健作を指名したうえで議事に入った。 

 

議長挨拶  今年度各役員、各委員会委員の皆様、大変お疲れさまでした。新年度役員の方々、引継ぎ

も含め新年度の活動を宜しくお願いいたします。 

 

１）活動報告 

総会資料に基づき令和 4 年度の事業内容の報告を各担当により行った。 

（1）令和 4 年度 事業報告：(会長)江口 

（敬称略） 



（2）令和 4 年度 各委員会報告：各委員長 

（祭り実行委員会、広報委員会、組織等検討委員会、防災委員会、防犯活動推進、 

御嶽神社宮世話人総代） 

（3）令和 4 年度 決算報告：(会計)藤原、（祭り実行委員会）佐藤 

（4）令和 4 年度 会計監査報告：(会計監査員)山浦 

以上報告に対して議長より質疑、意見等を諮り以下の質疑があった。 

・質疑：補助金について、昨年度は防災倉庫や備品関連、会員への安否確認タオル配 

布で報告されたが、今年度は非常用電源確保のための発電機追加購入、既存 

の発電機維持費で報告されるのか 

回答：その通りで、発電機購入関連で報告する。 

・質疑：防災積立金の昨年度との差は何か 

回答:会員世帯数の増減によるもの。 

・質疑：決算報告収入の 4、広場・公園の清掃管理費補助金の市への報告詳細はどの 

ようなものか、また補助金 48,000 に対し、支出 13.21 を見るに、予算消化 

されていない印象を受けてしまう。各自治会も厳しい予算繰りとなっている 

ので、各自治会へ分配してもよいのでは。 

回答：市への報告は、今年度新たに要求された活動状況が確認できる写真を添付し 

   た内容で行った。予算については、次年度課題として検討願いたい。 

・質疑：防犯活動で消耗品を購入する場合、町内会予算請求でよいか。 

回答：委員会活動費でやりくりできなければ、町内会予算で負担すべきと考える。 

過去会長経験者からの補足説明：過去に活動員×費用で行っていたが、諸処 

の課題があり、各自治会への一律配分とした経緯がある。 

意見：活動費と消耗品購入では、根本のところで検討する必要がある。 

議長：この点に関して、次年度各委員会で検討していただきたい。 

その他出席者からの発言はなく、拍手をもって承認された。 

  

２）次年度活動方針 

       総会資料に基づき次年度活動方針の報告を各担当より行った。 

（1）令和 5 年度 事業計画（案）：(会長)江口 

項目 6：次年度境川クリーンアップ活動が 5 月 28 日に開催されるので参加して 

いただきたい。- 杉山 - 

以上報告に対して以下の質疑があった。 

・質疑：小田急多摩線延伸について現状は。 

回答：徐々に進捗はしている。巻末の事業報告を参照していただきたい。- 杉山 - 

その他出席者からの発言はなく拍手をもって承認され事業計画（案）は可決された。 

 

（2）令和 5 年度 予算（案）：（会計）藤原、（祭り実行委員会）佐藤 

以上報告に対して以下の意見があった。 

・意見：活動費について、活動のお礼の意味の部分と購入物品費用を分けることを 

    検討してもよいのではないか。 

一律支給を見直すべき、活動量の差で不公平感があるのではないか。 



祭りにおいてご芳志金が予算計画通りに集まるのか、世情を鑑みて一般会計から

の支出も今後の課題とすべきではないか。 

回答：活動費について、各委員会委員はボランティアで未支給。5 役、班長等には支給し

ている。今後組織のスリム化等と合わせて総合的に検討すべきと考える。 

その他出席者からの発言はなく、拍手をもって承認され予算（案）は可決された。 

 

３）町内会新役員の紹介と承認： 

       総会資料に基づき次年度町内会新役員の紹介が行われた。 

以上報告に対して議長より質疑、意見等を諮り以下の意見があった。 

・意見：年度初めから町内会長不在は異常事態と考える。選出の見通しにはどのような

状況か 

回答：当面は江口会長が会長代行として期間限定（3 か月程度）として運営を進めて

行くが、引き続き上中村自治会で選出活動を行っていただく。名簿上は補助金

申請、上部団体提出等もあるので江口会長が次年度は会長代行として記載する。 

（上中村自治会役員選考委員）藤本より補足 

上中村自治会長も決まっていない。町内会、中中村、下中村自治会のご協力を

いただきたい。見通しも立っておらずご理解いただきたい。 

・意見：4 月からの会議には参加されるのか 

回答：努力する。（上中村自治会役員選考委員）藤本 

 

その他出席者からの発言はなく、次年度町内会新役員は拍手をもって承認された。 

 

以上をもって、本総会の議案全部を終了。司会により、議長および書記の解任が行われた。 

 

 

 

上記の議事の経過の要領及びその結果を明確にするため議事録を作成し、議長、会長がこれに署名する。 

 

 

 

 

令和 5 年３月 26 日 

           議 長   宮﨑 亘 

         会 長   江口宏次    

          


